
新人看護職員研修・交流会 

目的：自施設で研修が出来ない施設に勤務する新人看護職員、看護技術に不安のある新人看護職員の

質の向上および早期離職防止を図る。新人看護職員同士の交流を通じて、勤務する施設外における仲間づ

くり、ネットワーク化を図ることで離職防止を図る。 

 

回 時 間 内 容 県 南 ・ 県 央 県 北 

1 

【 3 地区合同 】 ながさき看護センター    5 月 9 日（木）  

10：00～12：30 看護職として必要な基本姿勢と態度 

長崎県看護協会 会長 日野出悦子 

13：30～16：00 
第1回 交流会 

コミュニケーション「気持ちをどう伝える？」 

2 

 5 月 14 日（火） 5 月 17 日（金） 

10：00～12：30 フィジカルアセスメント（呼吸・腹部） 

集中ケア認定看護師 前田理恵 

クリティカルケア認定看護師 中村美穂 

13：30～16：00 フィジカルアセスメント（循環・脳神経系） 脳卒中リハビリテーション看護認定看護師 中野真由美 

3 

 5 月 21 日（火） 5 月 24 日（金） 

10：00～12：30 急変時の対応 救急看護認定看護師 山口和美 救急看護認定看護師 松井幸司 

13：30～16：00 感染管理の基本 感染管理認定看護師 木場みちよ 感染管理認定看護師 福井良枝 

4 

 5 月 28 日（火） 5 月 31 日（金） 

10：00～12：30 医療安全の基礎知識 医療安全管理者 小川裕美 医療安全管理者 月原美奈子 

13：30～16：00 多重課題への対応（グループワーク） 長崎県看護キャリア支援センター 職員 

5 

【 3 地区合同 】 ながさき看護センター    6 月 28 日（金） 

13：30～16：00 
第2回 交流会 

「セルフマネジメント」 
長崎県立大学シーボルト校 教授 大重育美 

6 

【 3 地区合同 】 ながさき看護センター    10 月 1 日（火） 

13：30～16：00 
第3回 交流会 

「振り返り」 
長崎県看護キャリア支援センター 職員 

7 

【 3 地区合同 】 ながさき看護センター    1 月 24 日（金） 

13：30～16：00 
第4回 交流会 

「2 年目に向けて」 
NPO 法人日本看護キャリア開発センター 副代表 江藤 節代 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜評価＞ 

研修評価は、6 項目（時期・回数・曜日・方法・項目順番・場所）で 90％以上と高く、特に「行き詰って

いたがこの時期で良かった」「最初の時期で今後頑張ろうと思えた」など、入職初期時期での開催は高く評

価された。研修効果としては、96.6％の受講者が、「研修後就業継続に対して前向きな気持ちになった」と

回答しており、礎知識の復習と新しい知識の習得、実践に活かせる内容による学びの深まり、グループワー

クを通じた他施設の新人との交流によるリフレッシュ効果などの肯定的な意見も多く聞かれた。 

交流会では、より新人看護職員の思いを吐き出せる時間を重視した。受講者からは、[同じ境遇][同じ悩

み]など、同じ立場の新人看護職と共感し合え、[リフレッシュできた][楽しかった]と交流会の雰囲気の良

さ、[頑張ろうと思えた][前向きな気持ちになった]などモチベーションの向上と前向きな気持ちが醸成されて

いた。 

新人看護職員の資質向上、精神面での就業継続支援にも効果があり、有益な研修であったと評価する。 

 

 

62人

60人

96.8%

※割合の合計は四捨五入の関係で100％とならない場合もあります。

所属施設　地区別

病院 クリニック 福祉施設 その他

県南 17

県央 20

県北 22

離島 3

計 62

回答率

回答者数

受講者数



 
＜課題と今後の取り組み＞ 

アンケートの意見は、自施設では言えない日ごろの思いを聞くことができ、新人看護職員教育者にも大切な

情報である。今年度は、離職に関するアンケートの年間まとめと交流会アンケートを、県内全施設に郵送し

たが、次年度も継続し情報提供を行う。さらに、3 年間の継続調査により、新人看護職員の傾向としてまと

める。 

交流会は精神面に効果があるため、管理者への選択参加を推奨するなど、HP・チラシ等での周知広報に

も取り組みたい。 

 


